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 師走に思う 

吉田 幸雄 
早いもので、あと１ヶ月で令和になって初めての年が終わろうとしています。この１年も色々なことがありました。まずは何

といっても年号が変わり、「平成」が「令和」に変わりました。平成上皇が退位され、令和天皇が即位されました。新たな時代
に入ったことを実感できる行事がありました。また、スポーツでは何といっても「ラグビーワールドカップ」でしょう。「ワン・
チーム、オール・フォー・ワン、ワン・フォー・オール、ノーサイド」と言ったラグビーの精神の素晴らしさを初めて知りまし
た。桜ジャパンがベスト８いりしたことは大きな感動を与えてくれました。一方で、今年も天候不順による災害が日本列島を直
撃しました。台風１５号と１９号による未曾有の害は未曽有の天災によるものですが、国連でのグレタ・トゥンベルさんの発言
のように地球温暖化に本気になって取り組む時代になってきたのではないでしょうか。令和の時代はそのことが第一義になるよ
うな気がします。 

１１月に「光が丘学園読書感想文」と「創作川柳」を書く行事を行いました。たくさんの子供たちが参加してくれました。幼
児さんは感想とまでは行きませんでしたが、自分の名前を書き、素敵な絵を描いてくれました小学生と中学生はそれぞれが読ん
だ本の一行感想文でしたが、作品を発表してくれました。川柳も面白い作品がいくつか完成していましたし、昨年に続いて創作
の物語を発表してくれる子どももいました。最近は言葉が軽く扱われ、子供たちの会話を聞いていると、人の心を傷つける言葉
を耳にすることが多い気がします。「バカ」｢ダサい」「死ね」。「言葉」は、お互いの交流を深め、生活を高めていくための
手段であり、道具であるはずです。キッキリング（イギリスの小説家）は「言葉は人類によって使われた最も強力な薬品である」
と言っています。言葉は相手から温かい言葉を得ることによって「励まされ、勇気づけられ、自信を深めていく」。逆に冷酷な
言葉に触れることによって「精神的に落ち込み、自信を喪失してしまう」こともあります。そうした言葉の持つ力を、大切さを
「書く」ことによって、考えていきたいと思っています。「書く」ことは、 

１．「考えを形に変える」～頭の中にある曖昧な考えを、文字に変え、文章に表すためには、その考えに合う言葉や筋道を見
つけていきます。書くことによって初めて考えに変わります。 

２．｢考えをまとめる、整理する｣～話は相手に合わせ変えたり、言い直しができます。文章は自分の伝えたいことを整理しな
ければ、うまく伝わりません。書くことで、考えに深まりや整合性が生まれます 

３．「後に残り、評価される」～話は消えますが、文章は残ります。いろいろな人に、時間がたっても読まれることがありま
す。そのため、書いたことによる影響を考えなければなりません。読む人への配慮と、自分の文章
への責任が生まれます。 

 さて、師走です。１２月は、１日「 世界エイズデー」、３日「国際障害者デー」、３日～９日「障害者週間」など、人権に関
連した日が多くあります。１２月１０日が「世界人権デー」になったのは、世界人権宣言が、昭和２８年１２月１０日に行われ
た第３回国際連合総会で採択されたことを記念してこの日を含む形で直前の１週間（４日～１０日）が「人権週間」に指定され
ています。この中には、「差別」「安心して暮らす」「権利」「奴隷の話」「平等」「めざす世界」のことなどを宣言しています。こ
の機会に「人権」の持つ意味を考えていきたいと思っています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご厚志 ご寄贈など 感謝申し上げます（10 月１日～３1 日） 

 （ご芳名もれをお許しください) 

コープさっぽろ 様  株式会社 猪俣組 様  ニューモード美容室 森下理恵 様 

日本児童養護施設財団本部 様  空知南組 様  阿弥陀寺 様  荒川博之 様  石川治夫 様   

松岡美和 様  吉成市英 様  浅野 亨 様  河内克彰 様    山崎一幸 様 

 

１2 月行事予定 
3 日（火） 南小参観日（高） 

4 日（水） 南小参観日（低） 

5 日（木） 南小参観日（中） 

  7 日（土） サッカー観戦（札幌ドーム） 

  9 日（月） 駒沢幼稚園参観日（年少） 

 13 日（金） 新篠津高保護者懇談会（1 年） 

15 日（日） 広尾町サンタ来園  

16 日（月） 駒沢幼稚園参観日（年長） 

 

 

18 日（水）  クリスマス・キャロリング訪問 

21 日（土）  誕生会 

24 日（火）  光が丘学園クリスマス会 

25 日（水）  駒沢幼稚園・南小終業式・光陵中最終日  

26 日（木）  学園大掃除 

27 日（金）  学園大掃除 

28 日（土）  学園餅つき大会 

31 日（火）  大晦日 

 

 今回は男子のみの参加や公共交通機関を利用しての旅とな

りました。高校生はこれまでの経験値からマナーを意識した行

動をしてくれている反面、小学生は何気ない事（エスカレータ

ーで片側に寄る・観戦や JR 内でのマナー）を知らなかったり、

経験が無い子もいました。しかし、片道だけでの経験でさえも

帰りはしっかりとマナーを守りながらも、乗っている時間をど

う楽しく過ごすのか？応用まで自然とこなす柔軟さに感嘆しま

した。試合内容は終盤になるにつれて手に汗握る瞬間が多く、

惜敗ではありましたが楽しい観戦となりました。少ない観戦チ

ャンスの中でもルールの理解や試合展開の読みなどそれぞれ 

に楽しみを見つけている様子もありました。 

 

 鬼に会いに行くぞ！と意気込んで出発だったけど、登別は遠く

て大雨で…高速をおりて大きな鬼に出迎えられて、みんなのテン

ションが復活。マリンパークではふれあいコーナーやイルカショ

ーをとても喜んでいました。高い所から魚を見たり、ノコギリエ

イを身近で見たり、普段体験できないワクワクをいっぱい感じて

帰ってきました。温泉は次回のお楽しみに。また行きたいところ

が増えました☺     

園生活や学校生活の色々を、夕食をみんな

で作りながら自然と話が及びます。 

美味しさを追求して作ってはいるものの、

○ちゃん自慢のプリンは飲むプリンのよう。

３度目のリベンジとなった、韓国風チーズボ

ールは、油っこいボールになりましたが、だ

んだん美味しさに近づいています。○ちゃん

家のオリジナル唐揚げは、鶏肉の部位がむね

だったので、あっさり味で美味しかった。本

当はももだったようです。そして、流行りの

タピオカドリンクも作りましたが、タピオカ

さんが集合して、だんごのようでした。また

に続きます。   

 

N さんお誕生日会 
9 歳になった N さんを小学生みんなでイートアップでお祝いしまし

た。食べ放題のお店ということでたくさん食べるぞ！と張り切るみん

な、ご飯よりもデザートメインにおなかいっぱい食べました。N さんは

ぶどうのゼリーがお気に入りで、食べ終えた沢山のカップと共ににっこ

り笑顔でした。             

株式会社 猪俣組 様 より 

自転車６台のご寄贈をいただきました 
ありがとうございました 

萬珍閣という中華料理屋さんへ行きました。近くにタピオカ

屋があると知り、絶対行こうと盛り上がる中学生女子２人、メ

インの中華料理よりもタピオカを楽しみにしていました。初め

ての本格タピオカに大喜び！また行きたいと2人とも大はしゃ

ぎでした。               

お日さまぽかぽか、お出かけ日和。勤労感謝の日、そして、土

曜日という好条件が重なって、乗ったバスは満員御礼。ぎゅうぎ

ゅう詰めになりながらも、年上のお兄さんたちが、小さな子たち

の手を引きかばってあげる姿が光っていました。お店まで歩いた

道中も、雪玉をにぎりながら笑い駆け合う、穏やかなひと時。い

ざ、お店に着くと、違う辛さのカレーを食べ比べてみたり。シェ

イクやクレープ、タピオカと、好みのﾃﾞｻﾞｰﾄに舌鼓。帰り道も歩

こう・・・という計画でしたが、流石にみんな、お疲れモード。 

少しでも楽しかった思い出が残ってくれたなら、嬉しい限りです。                                                                   

 

めんめん、ココイチカレー、ウルフ、萬珍閣、とんでんチーム

に分かれ外食に行ってきました。魅力的なメニューがあってどれ

にしようか悩む時間も楽しかったようです。大好きな食べ物を目

の前にして目はキラキラ�お腹も胸もいっぱいで帰ってきまし

た。帰園後は各チーム外食の話で持ちきりでした。 

   

 岩見沢にいれば、なんとなく気になる生そうめんのお店。麺

好き女子で行って来ました。お店は人がいっぱい。N さんはお

すすめの鶏つけめん。小さな女の子たちは冷たい素麺と温かい

素麺を食べました。帰りはペンギンパン屋でジュースとパンの

デザートタイム。長い道のりの歩きも面白かしく笑ったり、歌

ったり、相手のことを思いやるやり取りがパワーとなって元気

に帰ってきました。         



 


